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研究要旨 
これまで本研究班では、わが国の市町村を対象に、1971 年から 2015 年までの 9 つの期間（5 年毎）別に肝

癌死亡の疾病地図を作成し肝癌死亡の地理的分布の年次推移を明らかにしてきた。 今回、2016-2020 年の死
亡票・人口のデータをこれまで 45 年間に追加し、計 50 年間の肝癌標準化死亡比 SMR、ベイズ型標準化死亡
比 EBSMR を市区町村別に推定・算出した。

2016–2020 年における人口動態調査の調査票情報（「人口動態調査に係る調査票情報の提供」（統計法第 33
条））の肝癌死亡情報を基に EBSMR を市区町村別、性別に算出した。

2016–2020 年における肝癌死亡の疾病地図は 2011–2020 年と比べ地域差が減少していることが明らかとな
った。また、以前と同様に西高東低の傾向であった。

なお 1971-2020 年の 10 期間計 50 年間の結果をまとめた資料集（1971-2020 年）を別冊として
報告する。 
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A. 研究目的 
これまで本研究班では、わが国の市町村を対象に、

1971 年から 2015 年までの 9 つの期間（5 年毎）別
に肝癌死亡の疾病地図を作成し肝癌死亡の地理的分
布の年次推移を明らかにしてきた。 

今回、2016-2020 年の死亡票・人口のデータをこ
れまで 45 年間に追加し、計 50 年間の肝癌標準化死
亡比 SMR、ベイズ型標準化死亡比 EBSMR を市区町
村別に推定・算出した。 

 
B. 研究方法 
1. 解析対象 

2016.1.1～2020.12.31 の 5 年間における肝癌（肝
および肝内胆管の悪性新生物,  ICD10 コード C22）
による日本における日本人および外国人の死亡を対
象死因とした。 

死亡者数の資料は、人口動態調査の調査票情報
（「人口動態調査に係る調査票情報の提供」（統計法
第 33 条））を基に算出し、人口は 2016 年と 2020 年
の国勢調査人口（性・年齢階級別）を元に内挿法に
より推定した。 

日本の全市町村を調査対象とした。 
 

2. 解析方法 
2016 - 2020 年の期間における肝癌死亡について、

全国を基準集団とした性別・市町村別 SMR を次式に
より算出した。 

 SMR = 市町村𝑖𝑖の実死亡数𝐷𝐷𝑖𝑖
市町村𝑖𝑖の期待死亡数𝐸𝐸𝑖𝑖

= 𝐷𝐷𝑖𝑖
∑ 𝑝𝑝𝑖𝑖𝑖𝑖𝑟𝑟𝑗𝑗𝑗𝑗

 ,  

ここで i：市町村、j：年齢階級、p：人口、r：死亡
率とした。 

ベイズ型 SMR(EBSMR)を次式により算出した。 

𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝐸𝑖𝑖 =
𝐷𝐷𝑖𝑖 + 𝛼𝛼
𝐸𝐸𝑖𝑖 + 𝛽𝛽

, (𝛼𝛼 =
𝑀𝑀𝑀𝑀2

𝑉𝑉𝑉𝑉
,𝛽𝛽 =

𝑀𝑀𝑀𝑀
𝑉𝑉𝑉𝑉

) 

ここで MK：SMR の重み付き平均、VK：SMR の重
み付き分散とした。 

α,βを求めるにあたっては、標準化死亡比の事前
分布（ガンマ分布）の期待値及び分散は、その地域
を含むより大きな地域（全国）の市区町村の標準化
死亡比の期待値及び分散に等しいとするいわゆるモ
ーメント法を用いた。 

算出した EBSMR を、5 段階に区分し、全国市町村
別の肝癌死亡疾病地図を作成した。市区町村の区切
りは 2011 年 11 月時点の地図を元に作成した。 

統計解析には SASver9.4(SAS Institute Inc. NC, USA)
を用いた。 

 

Ｃ. 研究結果 
2016-2020 年における市区町村別肝癌死亡率を性

別に別添に示す。EBSMR が 60 未満を水色、60 以上
80 未満を緑色、80 以上 120 未満を黄色、120 以上
140 未満を橙色、140 以上を赤色で示した。 

 
Ｄ. 考察 

2016~2020 年の肝がんベイズ型標準化死亡比
EBSMR は 2011~2020 年と比べて地域差が減少して
いた。 

また、肝癌死亡率の高い地域は九州北部、瀬戸内
観沿岸部など西日本で高く北陸地方、東北地方など
東日本で低い傾向であった。 

 

E. 健康危険情報 
特記すべきことなし 

 

F. 研究発表 
なし 

 

G. 知的財産権の出願･登録状況 
なし 
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別 添 
2016–2020 年における肝癌の性別・市区町村別ベイズ型標準化死亡比（EBSMR） 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男性 日本全国 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 北海道 

 
男性 青森県 

 
男性 岩手県 

 
男性 宮城県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 秋田県 

 
男性 山形県 

 
男性 福島県 

 
男性 茨城県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 栃木県 

 
男性 群馬県 

 
男性 埼玉県 

 
男性 千葉県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 東京都 

 
男性 神奈川県 

 
男性 新潟県 

 
男性 富山県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 石川県 

 
男性 福井県 

 
男性 山梨県 

 
男性 長野県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 岐阜県 

 
男性 静岡県 

 
男性 愛知県 

 
男性 三重県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 滋賀県 

 
男性 京都府 

 
男性 大阪府 

 
男性 兵庫県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 奈良県 

 
男性 和歌山県 

 
男性 鳥取県 

 
男性 島根県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 岡山県 

 
男性 広島県 

 
男性 山口県 

 
男性 徳島県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 香川県 

 
男性 愛媛県 

 
男性 高知県 

 
男性 福岡県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 佐賀県 

 
男性 長崎県 

 
男性 熊本県 

 
男性 大分県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （男性） 

 

 

 
男性 宮崎県 

 
男性 鹿児島県 

 
男性 沖縄県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女性 日本全国 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 北海道 

 
女性 青森県 

 
女性 岩手県 

 
女性 宮城県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 秋田県 

 
女性 山形県 

 
女性 福島県 

 
女性 茨城県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 栃木県 

 
女性 群馬県 

 
女性 埼玉県 

 
女性 千葉県 

356



2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 東京都 

 
女性 神奈川県 

 
女性 新潟県 

 
女性 富山県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 石川県 

 
女性 福井県 

 
女性 山梨県 

 
女性 長野県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 岐阜県 

 
女性 静岡県 

 
女性 愛知県 

 
女性 三重県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 滋賀県 

 
女性 京都府 

 
女性 大阪府 

 
女性 兵庫県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 奈良県 

 
女性 和歌山県 

 
女性 鳥取県 

 
女性 島根県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 岡山県 

 
女性 広島県 

 
女性 山口県 

 
女性 徳島県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 香川県 

 
女性 愛媛県 

 
女性 高知県 

 
女性 福岡県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 佐賀県 

 
女性 長崎県 

 
女性 熊本県 

 
女性 大分県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性） 

 

 
女性 宮崎県 

 
女性 鹿児島県 

 
 

 
女性 沖縄県 
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2016–2020 年における肝癌の市区町村別ベイズ型標準化死亡比 （女性）
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